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論文内容の要旨
博
波形銅版ウェプを有するPC箱桁橋は，波形鋼肢の伸縮自在性による上卜コンクリートフランジへの効
率のよいブレストレスカの導入， コンクリートの乾燥収縮やクリープの影響の制御が容易なことなどの特
徴を持っており，近年注目されている複合橋梁形式の一つである。
本論文は，波形鋼板ウェプを有するPC箱桁橋の曲げ，せん断およびねじり特性，振動特性，ならびに
波形鋼板の製作および接合に関する一連の研究結果をまとめたらのである。
第 l草では，本論文の主題に関する既往の研究状況と本論文の目的と伶ー置づけを述べた。
第2挙では，本構造の曲げ，せん断およびねじり剛性などの特性を解明するために，波形鋼板の波の形
状.ウェブ高さなどをパラメータとして変化させたモデルに対して 3次元有限要素解析を行い，得られた
結果をまとめ，設計に利用し易い形の剛性評価式を与えた。
第3主主では，がj章で検討した問IJ性評価式を用い，一つの実橋の設計を行い，本橋の随行時にコンクリー
トフランジ部に発牛ーする曲げ応力度の現場計測を行った。さらに，橋体完成後に試験トラック走行による
静的および動的変形量の計測，ならびに振動・衝撃実験を行った。そして得られたー連の計測結果より，
前記の剛性評価法の妥当性を検証した。
第4章では，本構造の構造細同設計に関連させて，波形鋼板の製作，継ぎ手部の構造，波形鋼板とコン
クリートフランジの接合法について検討した。その結果，波形鋼板に要求される製作精度，波形鋼板の高
力ボルトによる継ぎ手における最少ボルト数，波形鋼板とコンクリートフランジの接合における縞鋼振の
利用によるスタッド本数の低減などの提案を行った。
第5章でfi，.;;近.波形鋼板，ウ且ブを有するPC箱桁橋の長大径問化への対応のーっとして注目され
ている変断面連続桁橋に対して.波形鋼板ウ 4 ブの高さを一定にした構造を取り上げ，そのlli.J!fおよびせ
ん断特性を 3次JL有限要素解析により検討し波形鋼板とコンクリートフランジの分担を考慮した強度お
よび剛性評価法を示した。
第6草では，第2章から第5章までに得られた結論をまとめた。
論文審査の結果の要旨
波形鋼板ウェブPC橋はフランスのCognac橋にそのオリジナルを見るが.最近わが国でも注目されてい
る複合橋梁の一つである。既に木形式の橋梁はわが悶でも3例実現しているが，これらの橋梁の力学的特
性に基づく合理的な設計法はまだ確立されていない。
本論文ω;斉者lL まず上下コンクリートフランジと波形鋼板ウェブで構成された箱形断両を持つ桁の曲
げ，せん断およびねじり|判IWi:を評価するために，連続桁の中間支点部に着目した部分モデルに対して，シェ
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ル要素を用いた有限要素解析を行った。その結果，ウ ι ブ鋼板の波の形状および桁高をパラメータとして
変化させて得られたデータを整理・統合し.はり理論に基づく慣用の設計式を修正した形式で，実用卜卜
分な精度を有する岡IJ性評価式を見出している。ついで，一つの実橋に対して試験£行車による動的実験を
行い，固有周期およびたわみの動侶ーネの実測悼と先に見出した剛性評価式に某づく計算値との比較から何
者の良好な一散を見いだし，本剛性評価式の妥当性を明らかにしている。
つぎに，著者は波形ウ zブ鋼板の製作精度と接合法の合理化に着回しているcI百j鋼板と上下コンクリー
トフランジの結合法に関しては，押し抜き実験の結果より，ウェブ鋼板のフランジに突起付き鋼板を利用
することにより，少数(フランジ幅につき 2本)のスタッドジベルで-設計付着強度が得られることを明ら
かにしている。さらに，ウェブ鋼板間をボルト楼合する場合において，実物の約1/3の縮尺のモデルでの
曲げせん断実験を行い，ウェブ鋼板のせん断座屈耐力を基準にすると，慣用の摩擦接合式による必要ボル
ト数!!過大であり，その約1/2に減じることが合理的であることを見いだしている。
さらに，本形式の橋梁の変断由.化に対応するために，ウェブ鋼板は・定の高さに留め，下フランジから
突:1したコンクリートウェブの高さによって断面高さを調整する新しい形式を考案し生断面桁としての
剛件ー評価式を用いた設計法を提案している。本形式はウェブ鋼板の高さを変化させる従来法に比べて，鋼
板の製作ならびに現場での施工が大幅に改善できる利点を有しておりその実用化が期待できるものであるo
以上，波形鋼板ウェブPC橋梁の桁としての基本特性からウェブ鋼板の接合法ならびにコンクリートフ
ランジとの結合法を含めた一連の研究成果は，本形式の合理的な設計法の確立のための有用な資料となる
ものであり，本論文は土木構造工学の中の複合橋架の分野の発展に寄与するところ大であると考えられる。
ょうて，本論文の著者は.博士(工学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
-_. 206 -
